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三重県感染症発生動向調査事業において，2014年1月～2016年12月までに三重県内の医療機関を受

診した呼吸器症状を呈する患者667名を対象にヒトコロナウイルス（HCoV）の動向を把握するため

調査を実施した．調査対象者667名中32名（4.8％）からHCoVが検出され，採取年別のHCoV陽性者

数は2014年11名，2015年8名，2016年13名であった．HCoV陽性者の種別内訳はOC43（16名：50%）が

最も多く，次いでHKU1（8名：25%），229E（5名：15.6%），NL63（3名：9.4%）の順であった．HCoV

陽性者の検出時期は冬～春季あるいは秋季に確認された．これらの臨床診断名は気管支炎12名，咽頭

炎8名，細気管支炎6名，喉頭炎5名等であった．さらなる詳細なHCoV感染症の流行疫学の把握のために

は，継続的かつ積極的なモニタリングが重要と考えられた． 
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はじめに 

現在，ヒトにおいて主に流行しているヒトコ

ロナウイルス（Human coronavirus: HCoV）は，α

コロナウイルスの 229E および NL63，β コロナ

ウイルスのOC43およびHKU1の4種である 1）．  

また，コロナウイルスは他にも，2003 年に流

行した SARS コロナウイルス（Severe Acute 

Respiratory Syndrome coronavirus）や中東諸国

を中心に散発的に感染者がみられ，2015 年に

は韓国で院内感染が発生した MERS コロナウ

イ ル ス （ Middle East respiratory syndrome 

coronavirus）が挙げられる 2）． 

HCoV は一般的には鼻風邪を主とする呼吸器

症状を呈する急性呼吸器感染症 3）であるが，当

研究所では1997年～1998年に県内2施設で発生

した集団感染事例の急性胃腸炎患者からコロナ

様ウイルスを分離 4）しており臨床症状や種別の

流行状況等，依然として不明な点が多い感染症

である．さらには三重県感染症発生動向調査事

業により 2013 年に OC43 の地域流行 5）を捉え，

その後も，継続的な調査を実施してきた． 

今回，本県での流行疫学を把握するために

2014～2016 年までのHCoV 種別の検出状況を報

告する． 

対象と方法 

１．調査対象 

2014 年 1 月～2016 年 12 月の間に三重県感染

症発生動向調査事業において，県内の医療機関

を受診した呼吸器症状を呈する患者 667 名（イ

ンフルエンザと診断された患者を除く）から得

られた患者臨床検体（鼻汁，咽頭拭い液，気管

吸引液）をHCoV 調査の対象とした．  

採取年別の検査数は 2014 年 206 名，2015 年

198 名，2016 年 263 名であった（表 1）． 

 

２．HCoVおよび他の呼吸器系ウイルスの検出 

患者臨床検体から抽出した DNA および RNA

は使用時まで－80℃に保存し，HCoV 遺伝子の

検出を PCR 法により実施した 6,7）． 

HCoV 以外の呼吸器系ウイルスの検出には，

国立感染症研究所のウイルス検査マニュアルお 



- 42 - 

  

よび論文で公表されている方法に準拠した．検

出を試みたウイルスはインフルエンザウイルス

C 型 8），RS ウイルス 9），ヒューマンメタニュー

モウイルス 10），パラインフルエンザウイルス
6,11,12），ボカウイルス 13），エンテロウイルス 14）

を対象とし，各ウイルスの特異的遺伝子を PCR

法により検出を試みた． 

なお，対象となった患者あるいはその保護者

から患者情報および患者検体の使用に関する承

諾書への署名を得た．医療機関において記入さ

れた調査票（患者情報）の使用にあたっては，

倫理的配慮として，個人情報保護などに留意し

実施した． 

 

結 果 

１．HCoVの検出状況 

2014年1月 ～2016年12月の間に採取された患者

667名の検体についてHCoV検査を実施した結果を

表1に示した． 男児19名，女児13名の計32名から

HCoVが検出され，本調査の3年間における全体の

陽性率は4.8%であった． 

HCoV陽性者の種別内訳はOC43（16名：50%）

が最も多く，次いでHKU1（8名：25%），229E（5

名：15.6%），NL63（3名：9.4%）の順であった． 

検体採取年別のHCoV陽性者数の検出年による

著しい差はなく，採取年別種別内訳はいずれの年

もOC43が多かった． 

HCoV陽性者の検出月と陽性者数（%）は1月（6

名：18.8 %），2月（6名：18.8 %），3月（5名：15.6%），

4月（3名：9.4%），9月（2名：6.3%），11月（4

名：12.5%），12月（6名：18.8%）で夏季には検出

されなかった（図1）． 

検出されたHCoV陽性者の年齢構成は0歳児11名，

1歳児1 1名，2歳児3名，3歳児2名，4歳児3名，5歳

児2名であった． 

 

２．HCoV陽性者の臨床診断名および発熱の程度 

HCoV陽性者の臨床診断名は気管支炎12名

（37.5%），咽頭炎8名（25%），細気管支炎6名

（18.8%），喉頭炎5名（15.6%），RS感染症1名（3.1%）

であった（表2）． 

HCoV陽性者の医療機関受診時の平均体温は

38.6±0.8℃であった．体温別では36℃台2名，37℃

台6名，38℃台1 4名，39℃台8名，40℃台2名であ

った． 

 

３． HCoV種別の臨床診断名 

OC43陽性者（16名）の臨床診断名は気管支炎8

名，咽頭炎4名，喉頭炎2名，細気管支炎1名， RS

感染症1名であった． 

HKU1陽性者（8名）の臨床診断名は細気管支炎3

名，気管支炎2名，咽頭炎2名，喉頭炎1名であった． 

229E 陽性者（5名）の臨床診断名は気管支炎2名，

細気管支炎2名，咽頭炎1名であった． 

NL63 陽性者（3名）の臨床診断名は喉頭炎2名，

咽頭炎1名であった． 

 

４．HCoV 陽性者の他のウイルスとの重複検出例 

HCoVが検出された32名中16名（50%）は，他の

ウイルスとの重複検出例であった．その内訳は

HCoVと1種のウイルスとの重複検出はライノウイ

ルス（5名），パラインフルエンザウイルス1型（2

名），ヒューマンメタニューモウイルス（1名）， 

RSウイルス（1名），パラインフルエンザウイルス

4型（1名），ボカウイルス（1名），インフルエン

ザウイルスC型（1名）であった． 

HCoVと2種のウイルスとの重複検出は，いずれ

もライノウイルスを検出しており，RSウイルス（2

名），ヒューマンメタニューモウイルス（1名），

パラインフルエンザウイルス1型（1名）が検出さ

れた． 

 

考 察 

国立感染症研究所の感染症サーベイランスシ

ステム（NESID）による2010年から2016年までの

HCoV国内報告数は564件15,16）に留まっている． 

HCoV陽性者の種別までを明らかにされること

は稀で，国内におけるHCoV種別の流行実態は不

表 1．患者検体採取年別の HCoV 陽性者数 

採取年 検体数 OC43 HKU1 229E NL63 陽性数（%）

2014 206 6 1 1 3 11（5.3）

2015 198 3 5 0 0 8（4）

2016 263 7 2 4 0 13（4.9）

計（%） 667 16（50） 8（25） 5（15.6） 3（9.4） 32（4.8）

HCoV
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